
東京都内に５つの
医院を展開。地域の
ニーズに応える歯科医院

医療法人社団ミント会
ミント歯科・矯正歯科 大山

理事長  砂岡 直樹 先生

東京都板橋区にある「ミント歯科」は、
大山町の本院に加え、4つの分院を持つ。
分院展開する理由や将来の夢を伺ってみた。

はありません。ただ、託児室の併設は、新しい取り組みだ

と思います。同じ建物内で歯科医院の隣に店舗スペー

スが空いていたので、歯科医院併設の託児室を作りま

した。都内でも広いほうだと思います」

　託児室を利用できるのは、患者の生後６カ月から未就学

の子どもたち。診療中は、保育士が子どもを預かっている。

　現在、ミント歯科では、法人全体で歯科医師が21人、

歯科衛生士が18人、歯科助手が32人、歯科技工士が

2人、事務局で5人が働いている。

「大山は商店街の人通りが多く、にぎわいがあり、地域

の方たちに愛されている場所です。分院を東武東上線

の沿線から大きく離れることのない地域に開業したの

も、地元に根ざしながら、患者さんに貢献したいという

思いからです」

　砂岡理事長は、どのように分院展開に取り組んでき

たのだろうか。

「歯学生の頃は、みんなが開業するのだから、自分もい

つかは開業するのだろうと、ぼんやりとしか考えていま

「ミント歯科（現ミント歯科・矯正歯科 大山）」が、東武

東上線大山駅の商店街に開業したのは、2016年。現

在地に近い建物でのスタートだった。

　それから8年間のうちに、上板橋、大塚、江古田、巣

鴨の４か所に分院を開業。大山も患者が増えたことと、

地域の再開発の影響もあり、2024年、現在地に移転

リニューアルした。

　取材に伺った大山の本院は、新しく建てられた３階

建ての建物。１階から３階までをフルに活用している。

　1階は広々とした受付と待合スペース。トイレとゆっく

り歯磨きができる洗面所を備えたパウダールームもある。

　エレベーターを上がると、２階と３階が診療フロアだ。2

つの階を合わせ、18台のユニットが稼働し、3階には歯科

技工室がある。さらに2階と3階には、それぞれX線室と滅

菌・消毒エリア、個室のカウンセリングルームが２部屋ある。

　砂岡直樹理事長は、設計でこだわった点をこう話す。

「ミント歯科はどの施設も最新の医療機器を設置するよ

うにしていますし、消毒・滅菌環境にも気を配っているの

で、大山もリニューアルで何か新しく導入したということ

「うちは教育システムがしっかりしているのと、給与を

高めに設定しているので、勤務医が働きやすい環境だ

と思います。そのおかげでドクターの確保にそう苦労し

たことはありません。ドクターが友人を紹介してくれる

ケースもあります。そんな環境で共に働きながら、『この

先生なら』と見込んだ人を分院長にしています」

　とはいえ、入念な準備をしても、分院の経営を軌道に

乗せるまでには、思いがけないトラブルが起こる。大塚、

江古田に開業する頃は、分院長との関係で悩むことも

あった。しかし、砂岡理事長は、こう話す。

「僕は縁を大事にしたいと思う人間です。性善説を信じ

たい。任せると決めたからには、分院長を全面的に信頼

しています。彼らのやる気や能力を引き出すには、僕が

全幅の信頼を寄せること。それが、複数の歯科医院経

営を成功させるコツでもあると思うんです」

　順調に成長を続けるミント歯科で今、課題となってい

るのがスタッフ教育だ。とくに歯科助手の確保と教育

が難しいという。

　ミント歯科では、歯科医師の教育は砂岡理事長が担

い、定期的に症例検討会や院内セミナーを行っている。

歯科衛生士も外部の講師を招いたり、院内セミナーを

開いたりと、診療レベルの底上げを常に図っている。

　歯科医師も歯科衛生士も専門教育を受けているだ

けに、就職した時点でプロ意識がある。しかし、歯科助

手は専門職とは言えない。

「歯科助手のなかには、歯科業界に合わなかったら、他

せんでした」

　気持ちが変わっていったのは、勤務医として働くなか

で、数多くの先輩歯科医師との出会いを通してだった。

砂岡理事長は、徳島大学病院で研修を終えたあと、実

家がある東京に住まいを移した。

　そして、いくつかの歯科医院を見学したのち、東京と

神奈川で12医院を展開するエムズ歯科クリニックに

就職した。研修先の院長に「勢いがある歯科医院」と聞

いたことや実際に見学し、診療方針や院内の雰囲気に

好感を持ったことが決め手になった。

「いろいろな先生が働いていましたし、院内勉強会も盛

んでした。臨床の知識と技術を磨くことができることと、

経営の勉強もできるところに魅力を感じました」

　砂岡理事長は、勤務3年目からは東中野の分院長を任

せられるほどになり、ミント歯科開業までの6年間、働いた。

「居心地がよかったので、このまま勤務を続けても、と

思ったこともありました。でも、一緒に働いていた親し

かった先輩が退職後に開業し、複数の分院を展開して

いました。その話を聞くうちに、自分も挑戦してみたいと

いう気持ちがわいてきたのです」

　砂岡理事長は、体系的な組織運営や分院展開する

際のマニュアルの大切さなど、これまで学んできた知識

と経験に自分なりの考えを加えた歯科医院を目指し、

開業を決意。物件を探すなかで、大山の空き店舗を紹

介された。

「趣味のテニスで東武東上線は利用したことがありま

したが、大山駅では降りたことがなく、馴染みがありま

せんでした。他の場所で契約寸前だったのですが、大

山の物件を見てみると、以前がコンビニでした。間口

が広く、商店街の通りに面していて人通りも多い。初

期費用もさほどかからないことも気に入り、入居を決

めました」

　砂岡理事長の狙いは当たり、開業前の内覧会には３

日間で800人も訪れた。

　開業時のユニットは3台。砂岡理事長と歯科衛生士1

人、歯科助手3人でのスタートだった。新患は順調に増

え、瞬く間に１日80～90人が訪れる歯科医院となった。

「開業してしばらくは、ご高齢の患者さんが義歯の治療

で来院することが多かったです。以前の勤務先は、若い

患者さんが多い地域だったこともあり、義歯治療の経

験が少なく、最初は苦労しました」

　開業時は院内のシステムやオペレーションを整える

ことも必要だ。砂岡理事長も治療と並行し、患者を増

やすマーケティングや院内ルールを徹底するためのマ

ニュアル作り、スタッフ教育に追われた。

　2年目からは勤務医が集まり、歯科医師は３人体制

に。その頃には、常にユニットが稼働するほどの歯科医

院になっていた。

　そして、2018年に医療法人社団ミント会を設立。その翌

年には2軒目となる上板橋の分院を開業した。上板橋は砂

岡理事長が趣味のテニスでよく通っていた地域だった。

「商店街を歩いていたら、ピンとくる物件を見つけたん

です。その日の夕方には内見していました。建物が古く、

医療機器が設置できるかわからないと業者さんには心

配されたのですが、僕なりにじっくり調べ、『大丈夫だろ

う』と判断しました」

　その後も、分院に向く物件を見つけると、スピー

ディーに開業を進めていった。砂岡理事長は開業のタ

イミングを「分院長を任せられる人材と好条件の物件

が揃ったとき」と言う。

の業種に転職しても構わないと思っている人もいます。

また、うちは人数が多いだけに、急に休んでも大丈夫と

いう意識で働いている人もいます。1人休むだけでもシ

フトが回らなくなるので、実際には、とても困るのです

が……。どのようにしたら歯科助手の意識を高め、意

欲的に働いてもらえるか、模索しているところです。そ

のために、来年からは歯科助手を専門に教育する団体

との連携を計画しています」

　そんな悩みを持つ砂岡理事長だが、事務局長の中

村彰利さんが支えるようになって以来、経営やスタッフ

教育などの面でかなり助けられているという。

　中村さんは前職が医療コンサルティング会社勤務。

歯科だけでなく、医科業界も熟知している。医療従事

者とは違う視点でミント歯科の成長を支える中村さん

は、砂岡理事長がより治療に専念できる環境に欠かせ

ない存在になっている。

　現在、ミント歯科の大山を訪れる患者数は、１日80

人ほど。多いときは、150人近くが受診している。年齢

層は幼児から高齢者まで幅広い。

　分院の患者層は、上板橋は大山とほぼ同じ。大塚は

若年層が多く、外国籍の患者も来院している。江古田

も若い患者が多い。巣鴨はファミリーで訪れるケース

が多いという。

　大山の場合、予防と治療の比率は、６対４の割合で

予防が多い。治療が一通り終わった頃やメインテナン

スのときに、歯科衛生士が熱心に予防の大切さを話し

ていることが比率を高めている。

　インプラントは、ミント歯科全体で年間100本ほど。

規模から考えて多いと言えないのは、砂岡理事長の方

針が影響している。

「インプラントの症例を増やしたいという思いはあります

が、それより大切なのは、生涯にわたって自分の歯で食

べられる生活を維持することです。地域密着型の歯科

医院ですし、まずはきちんと治療し、予防に通ってもら

い、天然歯を長持ちさせること。歯科医院として当たり

前のことを高いレベルで患者さんに提供するのが私た

ちの使命だと思っています」

　そう力強く話すのも、砂岡理事長が日々、治療にあ

たっているからだ。矯正の患者は砂岡理事長の担当だ。

また難しい症例はもちろん、患者が訪れるタイミングに

よっては、初診の患者を診ることもある。

　組織が大きくなっても、1人の歯科医師として、現場

で働き続ける姿は、スタッフの信頼を得ることにもつな

がっている。

　砂岡理事長は、これからミント歯科をどのように成長

させたいと考えているのだろう。

「人を育てていきたいです。教育が一番、大切ですか

ら。教育に力を入れることは、僕自身の仕事のモチ

ベーションを高めますし、何よりも人が育つ姿を見る

のは楽しいです。ヤクルトスワローズの監督だった野

村克也さんの言葉に『金を残すは三流、名を残すは

二流、人を残すは一流』というのがありますよね。歯

科医師も同じです。ミント歯科で働くと僕から学べる

という付加価値がつくくらいの存在になれたら、と

思っています」
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ミント歯科・矯正歯科 大山

３階建てをフル活用し
託児室も併設

勤務医時代の経験を
自身の開業に生かす

大山の再開発地域の新しいビルに入居。三角形の土地を生かした入り口に
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